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８月第１例会 

日時：８月１９日（土）午前１０時～ 

場所：塩谷町 とちぎＹＭＣＡキャンプ場 

   原田明子ワイズ宅 

内容：キャンプ場視察・納涼例会・オークション 

キャンプ場に仮植えした、苗木の育ち具合を確認。 

原田明子ワイズ宅に移動する。 

司会：田村 修也 副会長

開会点鍾・挨拶          会長 河野 順子 

ワイズソング斉唱             一 同 

ワイズの信条の斉唱            一 同 

聖書朗読・祈祷             司 会 者 

ゲスト・ビジターの紹介      会長 河野 順子 

昼食 

団欒 「フリートーキング」 

オークション 

ＹＭＣＡ報告 

ワイズ報告 

ＹＭＣＡの歌 

閉会挨拶・点鐘          会長 河野 順子 

 

＊今回の例会は、キャンプ場の視察・整備、納涼例会を

行う予定であったが、とちぎＹＭＣＡが塩谷キャンプ場

の将来計画が白紙の状態であるために整備は行わないこ

とにした。 

会費  メン・メネット １，０００円 

 

参加者は、準備の都合がありますので、１７日（木）ま

でに村田副会長（090-9095-4035）まで連絡を。 

今月の聖句 エフェソ人への手紙５：８－９ 

光の子として歩みなさい。光がもたらす実は善と義と真

実だけです。 

那須ワイズメンズク

那須クラブ会長 主題 

「若者と共に」成長しよう 

 
ＴＨＥ Ｙ‘Ｓ ＭＥＮ’Ｓ ＣＬＵＢ ＯＦ ＮＡＳＵ 

NETWORK NASU 
ＣＨＡＲＴＥＲＥＤ  １９９５ 

２０２３～２０２４年度  №２８４ 

強調月間：戦略２０３２ 

 

 

８ 月報 

連絡先：那須ＹＭＣＡ 〒320-0041 宇都宮市松原 2-7-42 （とちぎYMCA内） TEL 028-624-2546  FAX 028-624-248 

・９月第２（役員会）例会 

日時：８月１９日（土）例会後 

場所：原田明子ワイズ宅 

・北東部大会 

日時：９月２日（土） 

場所：福島市 

・９月第１例会(ＡＣＰその３ 最終回） 

日時：９月３０日（土）午後４時３０分～ 

場所：西那須野教会 

７月例会データー（出席率：１００％） 
在籍者 ８名 

出席者 ８名  

コメット ２名 ゲスト ユースリーダー２名 

 
８月 Happy Birthday 

なし 

お詫びと訂正 ７月の案内に７/１１ 鈴木 保江ワイズの

誕生日が抜けておりました 

クラブ役員 
会 長 ：河 野 順 子 
副会長 ：村 田  榮・田 村 修 也 
書 記 ：藤 生  強 
会 計 ：村 田  榮・鈴 木 保 江 
担当主事：平 山 雄 大 
ブリテン：田 村 修 也・村 田  榮 

２０２２～２０２３年度 主題 
国際会長：(ＩＰ) ウルリック・ラウリドセン（デンマーク）

「輝かそう、あなたの光を」 

アジア太平洋地域会長：(ＡＰ） 利根川 恵子(川越) 

「改革のための光となろう」 

東日本区理事：（ＲＤ） 山田 公平（宇都宮） 

｢未来のために今、学びと気づきを！ 

未来のために、自信を育み、真の喜びに出会う！」 

北東部長： 大久保 知宏（宇都宮） 

「クラブのミッションを育てよう」 
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巻 頭 言 
田村修也 

キャンプへの誘い 

 私の手許には宇都宮大学学Ｙ時代に愛用した「楽しい歌・レクリエーションソングズ フォー キャンプ、

グループ、アンド クラブ」があります。ＹＭＣＡプレス１９５２、昭和３０年６月１０日増訂十版発行です。

新入生歓迎会の野外炊飯等や関東甲連盟の夏の修養会で使用していました。私は１８の時から教会学校の教師

やボーイスカウトのリーダーをしていましたので、様々な野外活動の時にこのソングブックを携えて愛用して

いました。今でも歌い継がれている「星かげさやかに」「遠き山に日は落ちて」「静かな湖畔」「静かに更け

行くキャンプの夜」「美しい湖水よ」等々は、山中湖畔にあるキャンプ場でのキャンプ活動の中から生まれ出

たものです。夏ごとのキャンプを重ねていくと、これらのキャンプソングが生みだされていった状況が実感と

して迫って来ます。私の初めてのキャンプ体験は中学１年生の頃だったと思います。ボーイスカウトの隊員で

あった幼馴染みに誘われて、３人で塩原の大沼湖畔でキャンプをしました。朝目が覚めますと前日に見えた緑

の木々や山々が一面濃い霧で覆われて、霧の中にすっぽり包まれていました。この時に出来た歌が「霧が歌う

よ、霧が歌うよ、我らがこの喜び。霧が歌うよ、霧が歌うよ、我らが忘れ来しもの。霧よ、霧よ、緑のあー山々

何処。」でした。また、食事を準備していた時に蚊の大群に襲われたことは記憶に鮮やかです。大学４年生の

夏に東山荘で開催された「全国学Ｙ夏期キャンプ」にも参加しました。北海道から九州までの各学Ｙから仲間

が集まりグループに分かれて様々な活動をしました。そして、最期の夜、キャンプファイヤーが行われました。

その時に、全国学Ｙ委員会委員で学生部主事であった落合則男さんが来たことを覚えています。そのキャンプ

ファイヤーも終わりに近づいた頃、キャンパーがそれぞれ紙片に各自の祈りを書いて、「火をともす毎に膝を

かがめ 感謝の祈りを捧げまつる 祈りは炎と立ち上りて 感謝の心をここに捧げん」を歌いながらその祈り

の紙を営火の中に投げ込みました。その祈り紙が炎となって天に上ってゆくのを皆で見つめていました。そし

て最後に皆で手を繋いで大きな輪になって「ロード メイク ミー ア ホーリー、 ロード メイク ミー 

ア ホーリー 、 ロード メイク ミー ア ホーリー 、アンティル ミート アゲイン、ホーリ ホー

リ ホーリ、アンティル ミート アゲイン。」を歌って再会を誓いました。キャンプの仲間の絆は生涯にわ

たるものです。地域子供会等の夏のキャンプに参加した方々は、今でもお会いすると「キャンプファイヤーは

楽しかった。」と顔をほころばせて話してくれます。夏こそ出来るだけ多くの青少年の方々に素晴らしいキャ

ンプの経験をして頂きたいと願っています。キャンプこそ「みつかる。つながる。よくなっていく。」場なの

ですから。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３．７.１５ ７月例会（入会式・歓迎会・祝会）於和厨房「遊膳」 
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７月第１例会(入会式・歓迎会・祝会)報告 
日時：７月１５日（土）午後５時３０分～ 

場所：和厨房「遊膳」 

出席者：河野、田村、村田、鈴木、張、原田、藤生、

平山の各メンバー、田村・村田メネット、ゲスト：

ユースリーダー２名、計１２名 

７月例会は、①原田明子氏の那須ワイズ入会式、

②総会／2023-2024 年度キックオフ例会、③田村修

也メン『奈良傳賞』受賞及び那須ワイズ『ブリテン

賞』受賞のお祝い、などなど明るい話題も多くある

ことから、「和厨房 遊膳」にて会食をしながら行い

ました。 

初めに原田明子氏の『那須ワイズ入会式』を行い

ました。原田氏はワイズメンであった原田時近氏（２

０２１年１２月逝去）のメネットとして、那須ワイ

ズ設立時からワイズを支えておりました。原田氏逝

去後も那須ワイズ例会にはたびたび出席しておりま

したが、この度ワイズメンとして那須ワイズに入会

する運びとなりました。 

河野会長が入会の式文を読み上げ、原田氏が宣誓を

行いました。原田氏は「これからも那須ワイズの仲

間と共に活動をしていきたい。」とあいさつを行いま

した。 

続いて『総会／Ⅱ０２３－２０２４年度キックオ

フ例会』として、Ⅱ０２２－２０２３年度「事業及

び決算報告」の承認と、2023-2024 年度「事業及び

予算計画」の承認を行いました。 

初めに、２０２２年－２０２３年度事業について河

野会長より報告が行われました。コロナ禍のため若

干の変更・中止はあったが、計画した活動の多くを

実行することが出来たと報告がされました。決算報

告については村田ワイズより行われました。コロナ

禍による活動変更等に伴う変更が生じたり、ワイズ

北東部活動がコロナ禍以前に戻りつつあるため部会

費が発生したり、などあったがほぼ計画通りであっ

たとの報告がされました。 

続いて２０２３年－２０２４年度事業計画について

河野会長より説明が行われました。例会は毎年行っ

ている活動を引き続き実施していくが、ワイズ全体

でユース育成が主題になっていることを踏まえ、今

まで以上にユースボランティアリーダーが参加し多

くの学びや体験が得られるよう配慮して例会を行う

こととする、と説明がありました。 

予算計画については村田ワイズより、例年同様の行

事が計画されており、またコロナ禍以前と同じよう

な活動運営が出来るとし予算を組んだとの説明があ

りました。報告及び計画とも承認され、新年度がス

タートしました。 

新型コロナの脅威は無くなったわけではありません

が、コロナが明けつつある中で美味しい食事を頂き

ながらの例会は、この数年の閉塞感を振り払うよう

な和やかで楽しい例会となりました。 

８月第２例会（役員会）報告 

日時：７月２８日（金）午後４時３０分から 

場所：田村副会長宅 

出席者：河野会長、田村副会長、村田副会長、田村

暁美メネット 

１．８月例会の件 

８月１９日（土）午前１０時からとちぎＹＭＣＡ塩

谷キャンプ場、原田明子ワイズの宅で開催する。内

容はキャンプ場の整備を計画していたが、とちぎＹ

ＭＣＡがキャンプ場の整備計画が白紙の状態である

ので、草刈りをやめて。仮植えしている苗木の成長

を確認する。その後、原田明子ワイズ宅に移動し、

納涼例会とオークションを行う。リーダーの参加大

歓迎。とちぎＹＭＣＡが苗木がいらない場合には、

この秋に植え替えるところを決める。 

２．９月例会について 

計画では、那須御園老人ホーム訪問となっている。

９月初めに訪問することにして、特別例会とする。

第1例会は、第３回公開講演会（ＡＣＰについて）

を開催する。９月３０日（土）午後４時３０分から、

西那須野教会にて。最終回とする。 

３．１０月第２例会（役員会）について 
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８月第１例会後に開催する。 

４．北東部大会について 

予定では、９月２日（土）に福島で開催計画である。

福島にＹＭＣＡ・ワイズの設立を進めるため。 

５．ＪＥＦ基金に献金について 

田村修也ワイズに奈良伝賞を記念して、那須ワイズ

として献金２０，０００円をする。 

 

那須火山噴出物「流れ山」について（２） 

副会長 田村 修也 

宇都宮大学名誉教授阿久津純 

 科学や技術の進歩は目覚ましく、テレビ、ファッ

クス、自動車、新幹線など、それらの成果や新製品

は毎日の生活なかにも活かされ、利便と恩恵にあず

かっている。それにひきかえ、日々眺めている那須

や高原などの山々は十年一日、何の変化もないよう

に見える。しかし、大地を研究している地球科学の

分野も遅々意図してではあるが新しい見方や考え、

新しい解釈が提案され、研究されつつある。火山学

は専門ではないが、那須火山についてこれまで行わ

れた研究の結果を参考に、りんどう湖付近の火山山

麓に分布している「流れ山」からなっている地形や

堆積物は何を示し、何を意味しているかを考える。 

 流れ山は那須火山の東南麓には広い火山の裾野が

広がり、芦野、伊王野付近の八溝山地の西を流れる

黒川のへりまで達している。火山麓のこの地域を高

久丘陵と呼んでいるが、この丘陵は那須火山の火山

活動の初期の噴出物が堆積してできた地域で、その

噴出物の一部は黒羽、馬頭にまで達している。 

 黒磯から晩翠橋を渡り、那須街道を北上し、田代

から東に折れて、大日向、りんどう湖、池田付近に

来ると、緩く東南に傾き、円丘状、あるいは円墳状

の高まりが所々に見られる。この丘は雑木林におお

われ、また、放牧場の高まりを成したりしている。

りんどう湖周辺にみられるこれらの高まり（丘）を

「流れ山」と称している。 

 那須火山東南麓に分布している「流れ山」を最初

に掲載したのは白河図幅の地形調査の報告で、付図

にその一部を示している。この図で泥流丘と書いて

あるのが「流れ山」である。「流れ山」は高度約五百

メートルの池田北部を頂点に、西は一樅、東は余笹

川付近まで分布し、一部は漆塚南部、余笹川付近ま

で達している。「流れ山」は上から見ると楕円形のも

のが多く、時には二つ連続してひょうたん型、不規

則な形のものもある。何れも円墳状の緩い斜面から

なり、長径の方向はほぼ地形の傾斜の方向に一致し

ている。大きな山体は御富士山（高度四九三・三メ

ートル）や池田付近に分布し、比高約三十メートル

に達するが、平地からの高度は十～十五メートル位

の起伏のものが多い。 

 「流れ山」は時に径一～二メートルに達するよう

な安山岩の大塊や岩塊,岩片が雑然と堆積している。 

 りんどう湖は幾つかの「流れ山」の間の低地部を

堰き止めて造った人造湖（江戸川温水溜池）で、昭

和三十九年に完成したが、用水は下流約百戸の農家

が利用している。その他、北条、山梨子、大同付近

には小規模な溜池が散在し、用水を確保している。

この地域で行われている人口溜池による利用は県内

の各地域には見られない営農の一形態である。 

 「流れ山」はこの地域の自然に溶け込み、山麓部

の単調な地形に変化を与えている。家裏に流れ山を

背負った日溜りの農家、庭先の流れ山を借景とした

日本庭園、雑木の散在するゆるい放牧地など、自然

を生かして利用している。しかし、流れ山の間を流

れる小川は曲流しながら流下し、北に向かう道路は

流れ山に当たると屈曲し、カーブの多いことも実感

する。 

 那須火山の研究はその後、火山主部の岩石学的研

究を主として調査や研究が行われたが、「流れ山」と

火山本体との関係を論じたものはなかった。（以下次

号へ） 

 

西那須野幼稚園だより 

学校法人 西那須野学園 

西那須野幼稚園    

園長・理事長 福本 光男 

 宮崎駿さんの「となりのトトロ」は、昭和３０年

代の所沢が時代設定になっています。自然が豊かで、

インクルーシブ(包括)な地域社会が機能していまし

た。村に大きな木があり、主人公の「メイ」と「サ

ツキ」姉妹の隣人である「カンタ」君に代表される

異年齢の子ども集団。「メイ」が居なくなった時、村

人は仕事を途中にして探してくれました。となりの

「カンタ」くんの「おばあさん」は、「メイ」が戻っ

てくるのをずっと外で待っていました。何もしてい

ないかに見える「本家のおばあさん」も、実は村に

１台しかない電話の取り次ぎの大切な役割がありま

した。このような自然豊かな地域社会のなかで、地

域の宝としてみんなで子育てが行われていました。

だから、「メイ」と「サツキ」の姉妹も、「お母さん」

が入院、「お父さん」が大学の考古学の先生で不在の

時も、健やかに育っていました。 
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 そして、この幼稚園でも、元もと実施していた地

域との交流をベースにして、２０００年から「トト

ロ・プロジェクト」ということで、幼稚園を中心に、

その後、こひつじ保育園、児童発達支援センター「シ

ャローム」が加わり、時代に合うような地域社会を

再構築しているところです。那須ＹＭＣＡはこども

達のよき支援者です。 

 

アジア学院たより 

学校法人 アジア学院      

アジア農村指導者養成専門学校 

校長 荒川 朋子 

８月の平和月間に思う 
今年のアジア学院の学生たちはいつもとはなんと

なく違うような気がします。違いの一つは、ミャン

マー、カメルーン、ナイジェリアなど、激しい内紛

や対立の続く地域からの学生が多いことです。普段

の年でも、アジア学院の学生の出身国は、貧困、食

料や物資の不足、教育や医療サービスの欠如、環境

破壊、病気の蔓延など様々な問題を抱えていますが、

今年の学生は非人道的な暴力が長年横行する絶望的

な状況の中から大変苦労をしてやってきた学生が多

いのです。 
ご存知のようにミャンマーはクーデターが起きて

２年半が経ち、軍事政権が民主的な政治を求める国

民を制圧し続けていますし、カメルーンの英語圏（北

西州及び南西州）では、２０１７年１０月以来、英

語圏独立を掲げる分離独立派と治安部隊（フランス

語圏の国軍）との衝突が続いていて、未だ多数の死

傷者が出たり誘拐事件も頻発しています。教育も商

業も、国民の生活はあらゆる面で甚大な被害を受け

ています。ナイジェリアは北部でボコ・ハラムとい

う過激化イスラム組織が自爆テロ、襲撃、誘拐、強

盗等を行っていて、治安部隊との衝突も断続的に発

生しているため、外務省からは退避勧告が出ていま

す。 
こうした海外の安全状況は、外務省の海外安全ホ

ームページで確認することができます。そのホーム

ページでは、危険度がレベル１（黄色）からレベル

４（赤色）まで色分けしてあり、濃いオレンジがレ

ベル３で渡航中止勧告、赤のレベル４が最も危険な

退避勧告で、渡航はもちろん、現地にいる場合も即

安全な場所に退避してくださいと言われています。 
この色分けでアジア学院の学生たちの国を見てみ

ますと、ほとんどが濃いオレンジか赤、つまり渡航

中止勧告、退避勧告の出ている地域です。ミャンマ

ー、カメルーン、ナイジェリアの他にも、メディア

にはほとんど出てきませんが、毎年数人の学生が来

る、また卒業生も多くいる東北インド諸州の中のひ

とつ、マニプール州というところでは、５月にクキ

族とメイテイ族という部族が衝突し、３か月経った

今も極度の緊張状態が続いています。今年はカリブ

海のハイチからも学生が１人来ていますが、２年前

に大統領が暗殺されて以来、国全体に緊急事態宣言

が敷かれ、退避勧告（レベル４）が出ています。 
 学生たちはこういう現実を背負って来ているので、

時々驚くような暗い表情をすることがあります。笑

顔の奥に、悲愴な影が見えます。家族の状況を心配

するあまり、授業に集中できないでいる学生もいま

す。毎日の日常が暴力の中にある家族を残し、それ

に対する不安と恐怖とで押しつぶされそうになって

いることは容易に想像がつきます。 
彼らはあきらかに人間の起こした分裂と混乱の最

中にいます。と同時に、キリスト者として、神の正

義と人の正義の分裂のはざまにもいて苦しんでいる

と言えます。人の正義とは、人の物差しで善悪を決

め、悪い者を裁き、罪に定めることが最終目的です。

だから悪と定めた相手と争ってその相手を懲らしめ

なければならないのです。一方で神の正義とは、た

とえ相手が罪を犯したとしても、その人の救いと再

生を願い、その人が立ち上がれるように、その傷や

弱さを分かち合い、いつくしみを施すことです。そ

れは神の広く深い愛から来る正義です。 
そのような正義と愛は、分かち合いも、慰め合い

もない、かりそめで空虚な平和の状態に楔（くさび）

を刺します。許し合いなさい、わかり合いなさい、

感謝し合いなさい、ひとつにしてくださいと祈りな

さいと促すのです。それはどんなに忍耐を擁するこ

とか。彼らの厳しい表情は、共生の難しさ、平和へ

の道のりの険しさが言葉では言い表せないほどのも

のであることを表しています。 
暴力の渦巻く現実の中、そのような神の正義の実

現されることを願うのは無謀とも思えます。それで

も、それしか私たちに平和への道はないと思います。

暴力を持って暴力を制するのではなく、神の正義の

来たらんことを願い、愛を持って許し合い、慈しみ

の心を持って相手の傷と弱さを包み込み、救いと再

生を求める。神の力を借りて、そうすることができ

る人間にならしめてもらえるよう祈り、小さな愛の

行いを、施しをひとつずつ重ねていく。それしか、

平和に続く道はありません。 
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聖園那須老人ホームたより 

社会福祉法人 イースタービレッジ 

那須聖園老人ホーム   

施設長 薄井 高宏 

記録的な猛暑が続き、セミの鳴き声も元気がない

ように聴こえる今日この頃、皆様におかれましては、

いかがお過ごしでしょうか。 

 今年の夏は、大変な暑さに見舞われ、全室冷暖

房完備の新施設に移る事ができて本当に良かったと

しみじみ感じています。例年ですと、水分補給や、

居室の温度を下げることに職員と躍起になっている

時期です。高齢者の一般的な特徴としまして、喉の

渇き、発汗、暑さを感じる器官が鈍くなってしまう

というものがあり、服装も額に汗をかいているにも

関わらず長袖を三枚重ね着されたり、夜間室温が３

０度を超えているにもかかわらず扇風機のコンセン

トを抜いてしまう方もいて、イタチごっこになって

しまいますが、職員と「命にかかわる事」と一丸と

なって対応していました。建物の設備が良くなると

こんなにも違うものかとありがたみを実感しており

ます。 

 皆様も無理をなさらず、くれぐれもご自愛くだ

さい。 

 

新しい施設に建替わるにあたり 

聖園那須老人ホームでは、新しく個人契約入所を

開始したいと思います。この制度は、地域にお困り

の方々に住宅を供給する観点からのサービスで、措

置入所で必要な条件や入所判定委員会の意見、市町

の決定がなくても施設と入所を希望する方との契約

で入所できるサービスです。契約にもいくつか条件

や料金の違い、サービスにも違いがありますので、

ご興味のある方は、下記連絡先までお問い合わせく

ださい。 

 また、新築にあたり、ご寄付も募っております

ので併せてご連絡ください。 

タオル寄付のお願い 

聖園那須老人ホームでは、入所者の方々が生活す

る中で、様々な場面で使い切りの布（タオル）を使

用しています。つきましては、皆様には、タオルの

寄付をこれまで同様お願いできれば幸いです。 

・新品、未使用、使用後は問いません。 

 ・ハンドタオル、フェイスタオル、バスタオル、

タオルケット等大きさも問いません。 

・御年賀やご挨拶で頂いた物、未開封、開封後等

問いません。 

ＹＭＣＡだより 

【とちぎＹＭＣＡサマープログラムがスタートしました！！】 

夏が始まりました！夏といえばＹＭＣＡのサマープ

ログラムです！ 

今年の夏もＹＭＣＡでお馴染みのキャンプ、デイキ

ャンプスクールに加えて、サッカーフェスティバル

や水泳教室などの様々なウェルネスプログラムが開

催されます！！また、今年からＩＣＥＰ

（International Campers' Exchange Program 青年

国際交流キャンプ）が再開され１５名の留学生もプ

ログラムを担っています！ 

７月下旬から、８月末まで様々なプログラムが展開

されます。 

また、とちぎＹＭＣＡのボランティアリーダーが今

年の夏も子どもたちのためにプログラムの準備をが

んばっています！ 

今年の夏もさらに暑い、ＹＭＣＡのプログラムにな

りそうです！ 

【全国リーダー研修会に参加したリーダーの感想】 

私が参加した今年の５月に岡山で行われた全国リ

ーダー研修会のテーマは、「Ｙｏｕ ｍｕｓｔ ｇｏ 

ｏｎ」でした。意味は「進み続けろ」です。新型コ

ロナウイルスの影響により絶たれていた繋がりを再

構築し、ＹＭＣＡの進む方向性を再確認するために、

かけがえのない研修会になりました。３日間で特に

印象に残ったプログラムが２つあります。 

１つ目は絵本セラピーです。子どもへの読み聞か

せとして用いられることの多い絵本ですが、読み手

の技術や内容によっては、大人も一緒に学び楽しむ

ことができることを知りました。どの絵本も興味深

いものばかりで、絵本の見方が変わりました。最近

では西那須野教会にある絵本を読む機会があります

が、それらの絵本の中にも今まで気づくことができ

なかった魅力が隠れているのではないか、と感じる

ようになりました。絵本は、多様性を受け入れるこ

と、善悪の判断をしっかり持つこと、などの言語化



7 
 

が難しい内容を絵を用いて分かりやすく伝えること

ができるので、こどもたちに考えを深めてもらうた

めにぴったりです。今後の活動で取り入れていこう

と思います。 

同じく印象に残ったプログラムは、「キャンプソ

ングナイト」です。様々な地方からリーダー達が集

まっているため、地方で歌い続けられている地域性

の強い曲も知ることができました。キャンプソング

には、リーダー達の想いがたくさん込められている

ので、歌っている中で、歌詞に込められた強い想い

を感じることができ、胸が熱くなりました。この経

験から、那須ＹＭＣＡにも歌の文化を根付かせたい

という思いが強くなり、今年度から試みとして毎週

のリーダー会でキャンプソングを歌う取り組みを始

めました。今後は、自分達の想いを詰め込んだとち

ぎオリジナルのキャンプソングを作成するなど、よ

りＹＭＣＡの歌の文化を広めて行けるように努力し

ていこうと思います。 

全体を通して、ＹＭＣＡの魅力を自分なりに再確

認することができました。私が思うＹＭＣＡの魅力

は、「居場所になれること」です。子供達に対して

は、喜びを感じてもらい、友人との交流を深める場

所。保護者に対しては、子どもの教育に力添えし、

子育てからの一時の解放を提供する場所。リーダー

に対しては、考えを共有し、深め、繋いでいく場所

です。 

今回の経験を活かし、自分がＹＭＣＡとどのよう

に関わって行くべきか考えを深めて、より多くの人

の居場所となれるよう、活動を続けていこうと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【とちぎＹＭＣＡ・那須ＹＭＣＡ８月の予定】 

・８/１（火）～８/３（木）   ＩＣＥＰ３ＤＡＹＳ 

・８/３（木）～８/５（土）  日光ほしぞらキャン

プ 

・８/７（月）～８/９（水）  アドベンチャー３Ｄ

ａｙｓスクール 

・８/２１（月）～８/２２（火） さしまチャレン

ジキャンプ 

・８/２５（金）       魚つかみ＆水遊び 

・８/１６（水）～８/１８（金） 短期水泳② 

・８/２６（土）         サタデークラブ＠な

かがわ水遊園（水遊び） 

・夏休み期間中、サマープログラムとしてキャンプ

やスクール、短期水泳など計９のプログラムが実施

されます。 

 

編集後記 

・８月に入り、酷暑が続いております。連日のよう

に熱中症対策が叫ばれております。体調管理にご留

意ください。 

・台風６号、迷走し長い時間日本列島に影響を与え

ました。そして、台風７号も同じように長い時間我々

の生活に影響を与えそうです。厳重な警戒をしてい

きましょう。 

・会計よりのお願い、今年度の会費の納入をお願い

します。 


